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第83期報告書
2019.4.1-2020.3.31

証券コード 7266

株主の皆様へ
平素より格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。
第83期の業績について、ご報告させていただきます。

取締役会長

第2四半期 通期

詳細な財務情報は、当社のIRウェブサイトをご覧ください。

※親会社株主に帰属する当期（四半期）純利益

www.imasen.co.jp
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財務ハイライト第83期（2020年3月期）

代表取締役社長執行役員
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株式会社今仙電機製作所
〒484-8507 愛知県犬山市字柿畑1番地　TEL.（0568）67-1211（代表）

第83期のポイント

1.北米、中国での受注減少などにより、売上高は前期比
5.5％の減収となりました
2.売上の減少および受注製品の構成の変化により、営業利
益は前期比27.3％の減益となりました
3.当期純利益は、北米子会社における減損損失の計上や繰
延税金資産の一部取崩しを計上し、前期比77.6％の減益
となりました
4.当期純利益の減少、昨今の経営環境の変化を受け、中長
期的な視点で財務基盤の安定化を図るため、期末配当は
10円とさせていただきました

想像力を豊かにし、これまでに存在しない全く新しい製品・サービスを創造し、
これをより安く、より速く、世の中に提供することで、人々の豊かな暮らしに貢献いたします。

経営理念
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株主メモ
毎年4月1日から翌年3月31日まで
毎年6月
定時株主総会・期末配当：毎年3月31日
中間配当：毎年9月30日
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

事 業 年 度
定時株主総会
基 準 日

株主名簿管理人

100株
7266（東京・名古屋証券取引所市場第一部）

単 元 株 式 数
証 券 コ ー ド

同 取 次 窓 口

郵便物送付先
電話照会先

愛知県名古屋市中区栄三丁目15番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
0120-782-031（フリーダイヤル）
三井住友信託銀行株式会社　本店及び全国各支店

同事務取扱場所

新型コロナウイルス感染症対応について

電子事業の強化 -広島第２テクニカルセンターの新設-

「IMASENを知る」特集企画 第24弾

トピックス

新型コロナウイルス感染症により、お亡くなりになられた方にお悔やみ申しあげますとともに、体調を崩されている皆様に心よりお見舞い
申しあげます。
IMASENでは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、以下の対応を実施しております。

1 新型コロナウイルス感染症対応
・従業員の安全確保（新型コロナウイルス感染症に対する行動指針の明確化と徹底、テレワーク推進、3密対策や移動の自粛）
・適切な生産活動、財務の安定化（最適な工場稼動、在庫の削減、資金の確保）

2 アフターコロナに向けた対応
・中期的な視点での構造改革（開発の効率化、モノ造り体質の改革、品質強化）

IMASENは、電子事業をシートアジャスタに次ぐ第2の柱に育成し、事業拡大を
進めております。
CASEに向かって進化する自動車市場では、各種電子制御装置・パワーエレクトロ

ニクス製品の需要が急増しております。
この市場拡大をチャンスとして捉え、技術開発力を強化して受注拡大に繋げてい
きます。具体的には、電子事業の拠点である広島に、新たな開発棟（第2テクニカルセ
ンター）を建設しています。
ここでは、電磁ノイズ性能を評価する最新の試験設備を導入するとともにエンジ
ニアを現状比2.5倍の160
人に増員する計画で、今
後は全自動車メーカー様
からの需要に応えてまい
ります。

「犬山市文化史料館南館」のネーミングライツ取得
および二筆文字書き人形の寄贈について

IMASENは、愛知県犬山市が公募していた犬山市文化史料館南館のネーミン
グライツを取得し、2020年3月1日から５年間、犬山文化史料館南館の愛称が
「IMASEN犬山からくりミュージアム 玉屋庄兵衛工房」となりました。またオープ
ンにあたり、九代玉屋庄兵衛氏が復元製作した「二筆文字書き人形」を犬山市に寄
贈いたしました。　

IMASENは犬山市に本社を置く自動車部品メーカーとして、ものづくりを通
じ、地域の発展と安全の確保への貢献を目指しております。
からくりの町「犬山」に誕生した「IMASEN犬山からくりミュージアム 玉屋庄兵
衛工房」が世界中の皆様に親しんでいただけるよう願っております。

「IMASEN犬山からくりミュージアム 
玉屋庄兵衛工房」外観

犬山市役所での二筆文字書き人形
寄贈の様子（左から当社社長櫻井、
犬山市長山田拓郎氏、
九代玉屋庄兵衛氏）

広島第2テクニカルセンターの
概要

所 在 地：広島県東広島市
延床面積：1,586.4平方メートル
完成予定：2021年春

パワーシート制御モジュール ボディーコントロールモジュール

主な電子製品


